
開発途上
地域の　　地域デザイン
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や
生
涯
学
習
の
機
会
の
促
進
」
や
、

ユ
ネ
ス
コ
の「
グ
ロ
ー
バ
ル・ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、「
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
（
E
S
D
）

に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
促
進
」
が
優

先
行
動
分
野
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
発
途
上
国
の

環
境
教
育
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

考
え
て
み
よ
う
!

そ
れ
で
は
、
次
の
開
発
途
上
国
に

お
け
る
写
真
2
点
（
ベト
ナ
ム
と
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
観
察
し
、

ど
の
よ
う
な
環
境
問
題
が
あ
り
、
地

域
で
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
講
じ
る

こ
と
で
解
決
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
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ア
ジ
ア
の
社
会
・
経
済
発
展
と

貧
富
の
格
差
の
拡
大

ア
ジ
ア
で
は
経
済
発
展
に
伴
い
、

人
々
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る

一
方
で
、国
や
地
域
に
よ
っ
て
は
、水
、

電
気
、
道
路
、
橋
等
の
イ
ン
フ
ラ
が

未
整
備
な
た
め
に
、
生
活
環
境
が
十

分
で
な
い
場
所
が
多
々
存
在
し
ま
す
。

ま
た
、
急
速
な
社
会
・
経
済
の
発
展

が
貧
富
の
格
差
を
生
み
出
し
、
公
平

で
平
等
な
社
会
づ
く
り
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
場
原
理
が
働
く

競
争
社
会
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
な

方
策
や
取
組
み
を
導
入
し
て
も
、
排

除
さ
れ
て
し
ま
う
人
た
ち
を
生
み
出

し
て
し
ま
い
、
全
く
貧
困
層
の
な
い

社
会
な
ど
あ
り
え
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
社
会
的
に
脆
弱
な
立
場

に
陥
り
や
す
い
人
た
ち（
子
ど
も
、女
性
、

障
が
い
者
や
先
住
民
族
等
）
や
貧
困
層
の

意
見
を
反
映
さ
せ
た
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
社
会
・
経
済
開
発
を
、
持

続
的
且
つ
長
期
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
学
校
や
家
庭
で
の
教
育
に
加
え
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自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
に
よ
る
、
地

域
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
が

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

地
域
の
組
織
化
と
地
域
社
会
教
育

開
発
途
上
国
で
は
、
家
庭
の
事
情

で
小
学
校
へ
行
け
ず
に
途
中
退
学
す

る
子
ど
も
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

彼
ら
へ
の
識
字
教
育
、
職
業
教
育
や

環
境
教
育
等
を
含
め
社
会
教
育
を
地

域
ぐ
る
み
で
提
供
す
る
こ
と
が
、
貧

困
を
緩
和
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、

地
域
社
会
全
体
の
発
展
を
考
え
た
上

で
も
極
め
て
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
で
の
包
括

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る

た
め
の
組
織
基
盤
の
形
成
や
、
行
政
、

教
師
、
自
治
会
等
を
含
め
た
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
連
が
定
め
た
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
S
D
G
s
）」
の
17
の
ゴ
ー

ル
に
あ
る
「
目
標
4
：
質
の
高
い
教

育
を
み
ん
な
に
」
で
は
、「
社
会
的
弱

者
へ
の
配
慮
」、「
技
術
・
職
業
教
育

と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
子
ど
も

や
女
性
の
視
点
も
考
え
な
が
ら
、
皆

さ
ん
が
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
知

見
や
経
験
を
活
か
し
て
、
想
像
力
を

働
か
せ
な
が
ら
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一つ
の
例
と
し
て
挙

げ
て
い
ま
す
。
対
応
策
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。社

会
的
弱
者
を
巻
込
ん
で
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
た
、
包
括
的
な
教

育
に
よ
る
地
域
づ
く
り
は
、
今
後
の

課
題
の
一つ
で
あ
る
と
私
は
感
じ
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
同
士
が
学
び
の
場

を
ど
れ
だ
け
多
く
創
出
し
、
自
分
た

ち
の
地
域
社
会
づ
く
り
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
て
進
め
ら
れ
る
か
。
ま
た
、

地
域
住
民
同
士
の
連
携
と
協
働
、
そ

し
て
そ
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
が
開
発
途

上
国
の
今
後
の
地
域
づ
く
り
の
大
き

な
課
題
の
一つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

社会的弱者を含む 
地域が一体となった 

包括的な教育プログラムの 
必要性今回からのコラム「パート３」では、地域 をどのようにデザインしながら途上国の主要

課題である、開発と環境保全の両立、貧困 削減や地域振興を図っていくのかについて、 
筆者の約 15 年の途上国での国際協力業務 の経験から報告します。特に「教育による地
域づくり」の視点を重視し、ワークシート付 で 6 回にわたり紹介します。

ベトナム
河川敷

バングラデシュ
沿岸流域

インドネシア
エビ養殖場の跡地

  　　

環
境
問
題

ヒント）昔、沿岸流域はマングローブ
林で覆われていました。

例）地域に自生していたマングローブ
林の破壊により、防災林としての役割
や漁場資源の減少を招いている。

解
決
へ
向
け
た
対
応
策

例）環境教育を通じた地域住民参加
型の、マングローブ林の植林活動と維
持管理など。特に、本地域周辺で漁
業への女性の参画を図るために、適切
な漁業資源管理による生計向上の研
修会を含めた環境教育のプログラムを
提供する。


